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平成2８年度 入学試験模範解答　　第２回

生徒数を▲人とすると
（▲－２）＋（▲－１）    ＝４５

▲＋▲  ＝４５＋３
▲  ＝２４（人）

よって　求める最高点は
７５＋（▲－２）    ＝７５＋２２

 ＝９７（点）

水とおもりの体積を合わせたものは
図２と図３で変わらないので
図３の水面より出ているおもりの体積は
水面を１cm上げるための図の斜線部分の体積と等しい。

８×８×（１４－７）＝（容器の底面積）×（８－７）
よって　容器の底面積は４４８cm２

これにより　水の体積を求めると
（４４８－８×８）×７＝２６８８（cm３）

よって のとき

２６８８÷（４４８－８×８×２）＝８.４
水の深さは８.４cm ８.４

３

４３０２４ １２６

３６０

２１８ ５
９

９８８

９７

２１０ １８

６

点Ｐが動いたあとにできる線と直線で囲まれた部分は
三角形Ａ́ Ｃ́ Ｃである。

三角形Ａ́ Ｃ́ Ｃの高さを□cmとすると
△ＡＢＣの面積は３×４÷２＝６，
よって　□＝６×２÷５＝　　
三角形Ａ́ Ｃ́ Ｃの面積は１２cm２であるから

１２×２÷　　＝１０………Ｃ́ Ｃの長さ
Ｃ́ Ｃの長さ１０cmは，点Ｐが左に動いた長さであり，
これは三角形ＡＢＣの辺ＢＣの長さの５cmと
三角形ＡＢＣの直線上を動いた長さの合計である。
よって　１０－５＝５……三角形ＡＢＣが移動した長さ
点ＰがＣ→Ａ→Ｂと移動するのに３＋４＝７（秒）かかる
求める速さは　５÷７＝　　
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最初の７分間で兄は１０５０ｍ進むが
弟は兄より６３０ｍ少なく進む。
よって　弟の歩く速さは

（１０５０－６３０）÷７＝６０
毎分６０ｍ

兄が家から駅まで毎分１５０ｍで進むので
１８００÷１５０＝１２（分）かかる

兄が駅に着く時間あは　１２＋１２＝２４（分）

このとき，弟が駅から何ｍの位置にいるかが
いであるから

６０×２４＝１４４０（ｍ）……弟が歩いた長さ
１８００－１４４０＝３６０（ｍ）

よって　駅から３６０ｍの位置にいる
いに入る数は３６０
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